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2017年06月21日 『中国の住宅価格』上昇は続くのか? 
2017年06月16日 IMFが中国の成長率見通しを再び上方修正 
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安定する中国経済 

景況感は改善、安定成長で株価は堅調に推移 

 中国の景況感は良好な水準が続いています。中

国国家統計局が発表した6月の製造業購買担

当者景気指数（PMI）は51.7となりました。また

中国メディアの財新が発表した6月の製造業PMI

は50.4でした。ともに市場予想（ブルームバーグ

集計）および前月を上回りました。主要項目を見

ると、新規受注と生産が前月から上昇し、中立水

準の50を上回る水準を維持しています。 

 いずれの指数とも、需要と供給の双方が拡大して

おり中国経済は底堅いと見られます。 

PMIは中立水準超え 
需要と供給、双方が拡大 

 PMIの回復から、足元で見られた中国景気の失

速懸念は大幅に後退したと言えそうです。 

 中国の成長率は、国際通貨基金が今年に入り

2回にわたって上方修正しました。拡張的な信用

供与や公共投資などの政策支援の効果により、

政府の成長目標（2017年は前年比＋6.5％

前後）に向けて、今後も安定的な成長が見込ま

れます。 

安定成長が続く見込み 

IMFは中国の成長率を上方修正 

（注）データは2015年6月～2017年6月。 
     財新PMIはマークイット社が算出。 
（出所）Bloomberg L.P.、IHS Markitのデータを   
     基に三井住友アセットマネジメント作成 

株価や人民元は今後も 
堅調な推移が見込まれる 

 昨年下期以降の中国景気の回復により中国の株式市場は堅調に推移しています。また今年に入ってから

人民元相場も落ち着いてきています。人民元相場は、中国景気が上振れていることに加え、中国当局に

よる資本管理などが奏功しています。また外貨準備高が増加に転じていることも追い風です。今後も中国

経済は安定的な成長が見込まれることから、株式市場や人民元相場は堅調な推移が期待されます。 

【政府公式PMIと財新PMI（製造業）】 

【株価指数と人民元（対ドル）レート】 

（注1）データは2016年1月2日～2017年7月5日。 
（注2）株価指数はMSCIチャイナ（ドル建て、トータルリターン）を2016年 
      1月2日時点を100として指数化。人民元（右軸）は逆目盛。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/china/key170621ch.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/china/news170616ch.html

